
令
和
７
年
三
宅
村
功
労
者
表

彰
式
が
「
村
民
の
日
」
の
２
月

１
日
㈯
午
前
10
時
か
ら
三
宅
村

役
場
臨
時
庁
舎
に
お
い
て
行
わ

れ
、「
各
界
の
功
労
者
」に
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。栄

え
あ
る
受
賞
者
の
皆
さ
ま

は
長
年
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
本
村
の
発
展
・
振
興

議
長
、
金
子
俊
一
支
庁
長
の
祝

辞
の
後
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
、
穴
原
甲
一
郎
さ
ん
か
ら
謝

２
月
１
日
㈯「
村
民
の
日
」に

伊
ケ
谷
高
根
山
大
林
寺
で
希
望

の
鐘
の
鐘
突
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。平
成
１７
年
２
月
１
日
に「
帰

島
宣
言
」
を
行
っ
て
か
ら
今
年

で
20
周
年
目
に
当
た
り
ま
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
人
々
へ
の

感
謝
と
三
宅
島
の
発
展
を
祈
念

し
て
、
功
労
者
表
彰
式
の
閉
式

後
に
集
ま
っ
た
山
高
亜
紀
子
村

長
、
谷
寿
文
議
長
、
金
子
俊
一

支
庁
長
、
田
中
常
雄
警
察
署
長

（
当
時
）を
は
じ
め
、
多
く
の
方

が
希
望
の
鐘
を
突
き
ま
し
た
。

１
月
26
日

㈰
、
坪
田
地
区

の
津
波
浸
水
想

定
区
域
周
辺
の

居
住
者
を
対
象

に
防
災
関
係
機

関
の
協
力
の
も

と
津
波
避
難
訓

練
を
実
施
し
ま

し
た
。

訓
練
は
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
が
発
生

し
、
三
宅
島
で

震
度
５
弱
の
揺

れ
が
あ
り
、
そ

の
後
、
大
津
波

と
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
34
人
の
方
が
避
難

訓
練
に
参
加
し
、
自
宅
か
ら
自

家
用
車
に
よ
り
避
難
場
所
で
あ

せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

休
日
に
大
津
波
警
報
が
発
表

さ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
、
自
宅

か
ら
配
備
場
所
ま
で
の
到
着
時

間
を
計
測
す
る
他
、
無
線
機
に

よ
る
情
報
収
集
・
伝
達
訓
練
を

１
月
29
日
㈬
か
ら
２
月
２
日

㈰
ま
で
、
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

シ
テ
ィ
に
お
い
て
「
第
73
回
関

東
・
東
海
花
の
展
覧
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
展
覧
会
は
、
関
東
か
ら

東
海
地
方
ま
で
の
１
都
１１
県
の

花
の
生
産
者
が
切
花
や
鉢
物
な

ど
を
出
品
し
、
品
質
と
商
品
性

を
競
う
国
内
最
大
規
模
の
伝
統

あ
る
花
の
展
覧
会
で
す
。

三
宅
島
か
ら
は
、
花
卉
（
か

き
）
園
芸
農
家
が
丹
精
込
め
て

育
て
た
キ
キ
ョ
ウ
ラ
ン
５
点
、

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が

３
月
１
日
㈯
か
ら
３
月
７
日
㈮

ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
「
火
の
元
」
へ

の
注
意
を
促
し
て
、
火
災
か
ら

尊
い
生
命
と
貴
重
な
財
産
を
守

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
の
標
語
は

『
守
り
た
い　

未
来
が
あ
る
か

ら　

火
の
用
心
』
で
す
。

こ
れ
か
ら
春
の
季
節
が
訪
れ

ま
す
が
、
暖
か
く
な
る
と
ど
う

し
て
も
気
が
緩
ん
で
し
ま
い
が

ち
で
す
。
外
出
時
、
就
寝
時
な

ど
、
火
の
元
を
今
一
度
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
暖
房
の
使
用
機
会
も

次
第
に
減
っ
て
い
き
ま
す
が
、

東
海
汽
船
よ
り
『
客
船
出
港

時
の
紙
テ
ー
プ
を
使
用
し
た
見

送
り
』
に
関
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

客
船
の
出
港
時
に
、
岸
壁
と

船
を
結
ぶ
色
と
り
ど
り
の
紙
テ

ー
プ
が
投
げ
ら
れ
、
客
船
な
ら

で
は
の
風
景
と
し
て
長
い
間
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
一
方

で
大
量
の
紙
テ
ー
プ
が
海
洋
に

流
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
海

洋
汚
染
防
止
、
安
全
運
航
な
ど

の
観
点
か
ら
３
月
よ
り
紙
テ
ー

プ
を
使
用
し
た
客
船
見
送
り
を

止
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

第
１
回
三
宅
村
議
会

定
例
会
の
お
知
ら
せ

令
和
７
年
第
１
回
三
宅
村
議

会
定
例
会
の
開
催
を
次
の
と
お

り
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
開
催
日
時
＝
３
月
５
日
㈬

午
前
９
時
30
分
開
会

▽
開
催
場
所
＝
三
宅
村
役
場

臨
時
庁
舎
３
階
議
場

問
い
合
わ
せ
は
三
宅
村
議
会

事
務
局
☎
⑤
０
９
５
６
。

問
い
合
わ
せ
は
観
光
産
業
課

農
林
水
産
係
☎
⑤
０
９
９
２
。

に
尽
力
さ

れ
、
絶
え
間

な
い
研
鑽
と

努
力
を
重
ね

ら
れ
た
方
、

三
宅
村
に
大

き
な
貢
献
を

さ
れ
て
こ
ら

れ
た
方
々
で

す
。式

典
は
山

高
亜
紀
子
村

長
の
式
辞
に

始
ま
り
、
表

彰
状
な
ど
贈

呈
、
谷
寿
文

る
三
宅
村
文
化
会
館

ま
で
避
難
し
ま
し

た
。訓

練
終
了
後
、
山

高
亜
紀
子
村
長
、
金

子
俊
一
支
庁
長
、
田

中
常
雄
警
察
署
長

（
当
時
）
、
長
谷
川

嘉
彦
火
山
防
災
連
絡

事
務
所
長
か
ら
講
評

を
い
た
だ
き
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は

大
津
波
警
報
発
表
時

に
お
け
る
村
職
員
の

初
動
対
応
訓
練
も
併

実
施
し
、
職
員
の
災
害
対
応
力

の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

三
宅
村
で
は
、
今
後
も
避
難

訓
練
を
継
続
し
て
行
い
、
課
題

や
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
そ
れ

ら
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
で
、

災
害
時
に
迅
速
な
避
難
行
動
が

で
き
る
体
制
を
官
民
一
体
と
な

っ
て
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
防
災

危
機
管
理
係
☎
⑤
０
９
３
５
。

春
と
い
え
ど
も
寒
い
日
は
突
然

訪
れ
ま
す
。
暖
房
器
具
を
使
用

す
る
際
、
塵
や
埃
が
溜
ま
っ
て

い
な
い
か
を
点
検
し
て
か
ら
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

万
が
一
の
火
災
に
備
え
る
た

め
に
も
「
住
宅
用
火
災
警
報

器
」
を
設
置
・
点
検
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。問

い
合
わ
せ
は
消
防
本
部
☎

⑥
０
１
１
９
。

警
報
が
発
表
さ
れ
、
21
分
後
に

三
宅
島
に
16
メ
ー
ト
ル
の
津
波

が
到
達
す
る
と
い
う
想
定
の
も

辞
が
述
べ
ら
れ
て

閉
会
し
ま
し
た
。

村
と
し
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
受

賞
者
の
皆
さ
ま
が

築
か
れ
て
き
た
有

形
・
無
形
の
財
産

を
大
切
に
し
、
次

代
に
引
き
継
い
で

い
け
る
よ
う
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま

す
。問

い
合
わ
せ
は
総
務
課
庶
務

係
☎
⑤
０
９
８
１
。

サ
カ
キ
１
点
が
出
品
さ
れ
、

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
一
般

切
花
部
門
で
１
点
が
金
賞
を

受
賞
し
た
他
、
銅
賞
１
点
、

枝
物
部
門
で
も
銅
賞
１
点
を

受
賞
し
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
の
入
賞

に
よ
り
、
今
後
も
三
宅
島
花

卉
園
芸
が
注
目
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

記念写真に納まる受賞者ら

避難訓練の講評を聞く参加者の皆さん

金賞（農林水産省　農産局長
賞）を受賞したキキョウラン

村
民
の
日
に
希
望
の
鐘
鳴
ら
す

帰
島
宣
言
か
ら
２０
周
年

三
宅
村
功
労
者
表
彰
式

令
和

７
年

「
村
民
の
日
」に
７
人
を
表
彰

令和７年三宅村功労者表彰者
名簿一覧

自治功労 三宅　規之
社会福祉事業

功労 穴原　甲一郎

農林水産功労 （故人）
武田　利文

農林水産功労 寺澤　睦美
中小企業発達

功労 宮下　吉子

感謝状 大塩　　稔
高石　保江

部門名 賞 種類名 氏名 住所 特別賞名

一般切花 金 キキョ
ウラン 平石　和己 阿古 農林水産省

農産局長賞

一般切花 銅 キキョ
ウラン 浅沼　民子 坪田

枝物 銅 サカキ 津村　直正 神着

客
　
　
船 

紙
テ
ー
プ
の
見
送
り
に
つ
い
て

坪田地区で避難訓練実施
南 海
トラフ 巨大地震大津波を想定

キ
キ
ョ
ウ
ラ
ン
と
サ
カ
キ
入
賞

第
７３
回
関
東
・
東
海
花
の
展
覧
会

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
㈯
～
３
月
７
日
㈮

第73回関東東海花の展覧会結果（入賞者一覧）
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・2,200人	 （−11人）
・1,449世帯	（−8世帯）

令和7年1月31日現在
※カッコ内は前月1日比

今月の人口と世帯数
（外国人含む）



令和７年１月１日から令和７年１月31日まで

３日 令和７年三宅村二十歳を祝う会出席
６日 三宅島社会福祉協議会長来庁対応

警視庁三宅島警察署長来庁対応
東京都総務局三宅支庁長来庁対応

７日 三宅島観光協会長来庁対応
８日 三宅村シルバー人材センター会長

来庁対応
12日 令和７年三宅村消防団出初式出席
13日 三宅島柔剣道連盟鏡開き出席
17日 東京都産業労働局農林水産部長来

庁対応
三宅村商工会長来庁対応

19日 令和７年警視庁三宅島警察署武道
始式出席

20日 東京都総務局行政部小笠原・国境
離島担当部長来庁対応

21日 令和６年度第１回三宅村総合教育
会議出席

22日「ポート・オブ・ザ・イヤー2024」
表彰式出席
港湾関係団体新春賀詞交歓会出席

24日 令和６年度第５回東京都町村長会
議出席

26日 令和６年度三宅村津波避難訓練出席
28日 令和７年第１回三宅村議会臨時会

出席
東京都総務局総合防災部長来庁対応

村
税
は
、
納

税
者
の
皆
さ
ま

が
納
期
限
ま
で

に
自
主
的
に
納

め
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

納
期
限
内
に

納
付
の
確
認
が

で
き
な
い
場

合
、
督
促
状
に

よ
り
納
税
を
促

す
他
、
電
話
や

文
書
に
よ
る
催

告
を
行
い
ま

す
。
納
期
限
を

過
ぎ
る
と
、
本

来
納
め
る
べ
き

多
く
の
充
電
式
の
小
型
家
電

（
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
・
ハ

ン
デ
ィ
扇
風
機
・
電
動
歯
ブ
ラ

シ
・
加
熱
式
た
ば
こ
な
ど
）
に

は
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
は
過
度
な
力
が

加
わ
る
と
激
し
く
発
熱
・
発
火

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

現
在
の
原
動
機
付
自
転
車
、
小

型
特
殊
自
動
車
、
軽
自
動
車
、

軽
二
輪
車
、
小
型
二
輪
車
を
所

有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
月
割
課
税
制
度
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
４
月
２
日
以
降
に

廃
車
を
さ
れ
て
も
そ
の
年
度
分

の
税
額
を
全
額
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
４
月
１

日
ま
で
に
各
機
関
に
て
廃
車
登

録
が
済
ん
で
い
な
い
と
課
税
さ

れ
ま
す
。
使
用
し
て
い
な
い
車

両
が
あ
る
場
合
は
、
３
月
中
に

廃
車
を
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で

に
滅
失
、
解
体
、
所
在
不
明
な

し
、
大
変
危
険
で
す
。
近
年
、

ご
み
収
集
車
や
リ
サ
イ
ク
ル
処

理
施
設
な
ど
で
火
災
が
急
増
し

て
い
ま
す
。

不
要
に
な
っ
た
充
電
式
の
小

型
家
電
を
廃
棄
す
る
際
に
は
、

電
池
を
抜
き
「
有
害
ご
み
」
も

し
く
は
、
電
池
を
抜
く
こ
と
が

出
来
な
い
場
合
は
小
型
電
気
製

品
と
し
て
、
危
険
の
な
い
よ
う

に
、
正
し
く
排
出
・
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
小
型
家
電
は
有

用
な
金
属
を
含
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
小
型
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
な
ど
に
基
づ
く
適
正
な

リ
サ
イ
ク
ル
を
お
願
い
し
ま

す
。問

い
合
わ
せ
は
地
域
整
備
課

環
境
整
備
係
☎
⑤
０
９
３
８
。

ど
に
よ
り
廃
車
の
手
続
き
が
で

き
な
い
と
き
は
、
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

軽
自
動
車
は
軽
自
動
車
検
査

協
会
☎
０
５
０–

３
８
１
６–

３
１
０
０
。
軽
二
輪
車
・
小
型

二
輪
車
は
関
東
陸
運
局
東
京
運

輸
支
局
☎
０
５
０–

５
５
４
０

–

２
０
３
０
。
原
動
機
付
自
転

車
・
小
型
特
殊
自
動
車
は
村
民

課
税
務
係
☎
⑤
０
９
８
３
。

三
宅
島
周
辺
を
流
れ
る
黒
潮

と
は
、
熱
帯
か
ら
の
暖
か
い
海

水
を
日
本
近
海
に
運
ん
で
く
る

流
れ
の
速
い
暖
流
で
す
。
平
成

２９
年
に
、
黒
潮
が
伊
豆
諸
島
の

西
側
で
北
緯
３２
度
以
南
ま
で
蛇

行
し
て
流
れ
る
大
蛇
行
が
発
生

し
ま
し
た
。

大
蛇
行
は
長
期
に
及
ぶ
傾
向

が
あ
り
、
７
年
が
経
過
し
た
現

在
も
終
息
す
る
兆
候
が
見
ら
れ

ま
せ
ん
。
大
蛇
行
が
発
生
す
る

と
黒
潮
が
伊
豆
諸
島
に
接
岸
す

る
こ
と
が
多
く
な
る
た
め
、
水

温
が
高
く
な
り
ま
す
＝
図
１

＝
。

三
宅
村
簡
易
水
道
事
業
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
引
っ
越
し
の
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
転
入
や
転
出
を

さ
れ
る
方
は
、
水
道
の
開
始
・

停
止
の
手
続
き
を
企
業
課
水
道

係
ま
た
は
各
出
張
所
で
必
ず
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
水
道
料
に
未
納
の
あ

る
方
は
早
急
に
お
支
払
い
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
方

は
、
再
発
行
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。著

し
く
滞
納
さ
れ
て
い
る
方

は
給
水
停
止
と
な
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ
は
企
業
課
水
道

係
☎
⑤
０
９
８
９
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
転
出
届
を

提
出
で
き
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

原
則
、
市
区
町
村
窓
口
で
の
転

出
届
に
関
す
る
手
続
き
は
不
要

行
、
み
ず
ほ
銀
行
で
利
用
で
き

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
場
合
は

各
金
融
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
本
人
や
ご
家
族
の

病
気
、
失
業
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
事
情
が
あ
り
納
税
が
困
難

な
場
合
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
村
民
課
税
務

係
☎
⑤
０
９
８
３
。

に
な
り
ま
す
。
他
の
手
続
き
が

あ
る
場
合
で
も
、
窓
口
で
の
手

続
き
の
時
間
が
大
幅
に
短
縮
で

き
ま
す
。

引
っ
越
し
の
際
に
は
、
ぜ
ひ

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
「
引
っ

越
し
手
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー

ビ
ス
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
ご
利
用
に
は
別
途
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
が
必
要
で
す
。

引
越
っ
し
手
続
き
オ
ン
ラ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
は
こ
ち
ら
か

ら
。問

い
合
わ
せ
は
村
民
課
住
民

年
金
係
☎
⑤
０
９
０
４
。

島
し
ょ
農
林
水
産
総
合
セ
ン

タ
ー
大
島
事
業
所
で
は
昭
和
50

年
以
降
、
三
宅
島
漁
協
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
阿
古
漁
港
の
水

温
を
計
測
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
の
月
平
均
水
温

は
、
平
年
値
（
平
成
３
年
～
令

和
２
年
の
30
年
平
均
値
）
と
比

較
し
て
、
１
年
を
通
し
て
高
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

特
に
、
５
～
11
月
は
７
カ
月
連

続
し
て
平
年
差
が
＋
２
℃
以
上

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
８
～

11
月
の
月
平
均
水
温
は
、
観
測

開
始
以
降
で
最
も
高
い
月
平
均

水
温
と
な
り
ま
し
た
。

黒
潮
が
大
蛇
行
流
路
と
な
っ

て
か
ら
、
三
宅
島
で
は
水
温
の

高
い
傾
向
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
６
年
も
引
き
続
き
水

温
が
高
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
＝
図
２
＝
。

三
宅
島
周
辺
の
海
域
で
は
黒

潮
流
路
の
変
化
に
よ
っ
て
、
黒

潮
系
の
暖
水
か
ら
黒
潮
内
側
の

冷
水
へ
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
島
事
業

所
で
は
そ
の
よ
う
な
変
化
を
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
三

宅
島
で
水
温
と
流
向
流
速
を
観

測
す
る
ブ
イ
の
設
置
を
準
備
し

て
い
ま
す
。

観
測
デ
ー
タ
は
漁
場
選
定
や

操
業
計
画
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

提
供
す
る
こ
と
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
東
京
都
島
し

ょ
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
大

島
事
業
所
☎
０
４
９
９
２–

４

–

０
３
８
１
ま
た
は
三
宅
事
業

所
☎
⑥
１
４
１
４
ま
で
。

税
額
の
他
に
延
滞
金
も
併
せ
て

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
、
差
し

押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
村
税

の
滞
納
は
、
納
税
者
に
と
っ
て

経
済
的
な
不
利
益
や
社
会
的
信

用
を
失
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
滞
納
整
理
に
か

か
る
費
用
は
税
金
で
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
村
税
は
私

た
ち
が
安
心
し
て
健
康
な
暮
ら

し
を
す
る
た
め
に
、
重
要
な
役

割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
期
限
を

守
っ
て
納
付
し
て
い
る
方
と
の

公
平
を
保
ち
、
村
税
を
有
効
に

活
用
す
る
た
め
、
納
期
限
内
の

納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
は
、

う
っ
か
り
し
た
納
め
忘
れ
を
防

止
し
、
窓
口
で
納
付
す
る
手
間

が
省
け
て
大
変
便
利
で
す
。
七

島
信
用
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

図１　�黒潮の流路（島しょセンターHPより
〇が三宅島）

図２　阿古漁港の月平均水温の推移

「
三
宅
島
の
海
水
温
」

島
し
ょ

総
合
セ
ン
タ
ー
通
信

島
し
ょ

総
合
セ
ン
タ
ー
通
信

水
産
農
林

内
蔵
製
品 
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

発
火
の
危
険
が
あ
り
ま
す
！

軽
自
動
車
・
二
輪
車
等
の
廃
車

手
続
き
は
３
月
中
に

村税は期限内に納めよう
納付は口座振替が便利です水

道
の
開
始
・
停
止

必
ず
手
続
き
お
願
い
し
ま
す

転
出
届
の
提
出
手
続
き

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で

３
月
は
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、保
育
料
の
納
付
月
。

３
月
は
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、保
育
料
の
納
付
月
。

３
月
３
月
３１３１
日
㈪
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

日
㈪
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
緊
急
連
絡
先
】
平
日
夜
間
・
休
日
の
閉
庁
時
の
連
絡
は
☎
０
４
９
９
４
⑤
０
９
８
１
。

【
防
災
行
政
無
線
電
話
対
応
サ
ー
ビ
ス
】
☎
０
４
９
９
４
⑤
１
６
６
０
。

３
月
は
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、保
育
料
の
納
付
月
。

３
月
は
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、保
育
料
の
納
付
月
。

３
月
３
月
３１３１
日
㈪
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

日
㈪
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
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就航率 搭乗率
調布
�⇒三宅

97.59％
58.28％

三宅
�⇒調布 67.09％

航空機の運航状況

【問い合わせ】
新中央航空㈱三宅島空港
☎04994-6-0006

（R7.1.1～1.31）

４日㈫ M・M・G MIYAKE教室（第５回）

５日㈬ とりの日【アカコッコ館入場無料】
おやこっこルーム【阿古福祉会館】

８日㈯ 三宅島ウォーキング【三宅村文化会館】
文化祭【中学校】

13日㈭

定期予防接種【中央診療所】
・B型肝炎・小児用肺炎球菌
　五種混合・ロタ（14:30～14:50）
・ B型肝炎3回目、四種混合追加・五種混合追加・ 
ヒブワクチン追加

　小児用肺炎球菌（14:50～15:00）
・MR、水痘（15:00～15:10）
・BCG（15:10～15:20）
・日本脳炎・DT2期（15:20～15:40）
・子宮頸がんワクチン（15:40～15:50）
任意予防接種【中央診療所】

18日㈫ とりの日【アカコッコ館入場無料】

19日㈬ おやこっこルーム【神着老人福祉館】
卒業式【中学校】

24日㈪ 卒業式【小学校】
25日㈫ 修了式・離任式【小学校・中学校】
26日㈬ 温泉の日【12歳以上150円で温泉利用可能】

27日㈭

定期予防接種【中央診療所】
・B型肝炎・小児用肺炎球菌
　五種混合・ロタ（14:30～14:50）
・ B型肝炎3回目、四種混合追加・五種混合追加・ 
ヒブワクチン追加
　小児用肺炎球菌（14:50～15:00）
・MR、水痘（15:00～15:10）
・BCG（15:10～15:20）
・日本脳炎・DT2期（15:20～15:40）
・子宮頸がんワクチン（15:40～15:50）
任意予防接種【中央診療所】

28日㈮ プレミアムフライデー【午後３時以降利用無料】
29日㈯ とりの日【アカコッコ館入場無料】
31日㈪ ３月納期限【後期高齢者医療保険料９期、保育料】

2025年3月のカレンダー

※東京法務局への予約・お問い合わせ先は下記のとおりです。
　東京法務局：不動産登記 ☎03-5213-1330・法人登記 ☎03-5213-1337

―問い合わせ―
●小・中学校の予定 ……………… 三宅村教育委員会 ☎⑤0952
●プレミアムフライデー …… 観光産業課観光商工係 ☎⑤0920
●おやこっこルーム・M・M・G MIYAKE教室・三宅島ウォーキング
　検診・予防接種相談等 ………… 福祉健康課健康係 ☎⑤0911

―ごみ出し・持ち込み―
●クリーンセンター（持ち込み）
　不燃：火・木曜日　　可燃：月・水・金曜日
●各地区のごみ出し
　阿古・伊ケ谷・伊豆地区：月・木曜日
　神着・坪田地区：火・金曜日

医
師
　
本
東
　
達
也

こ
の
た
び
、
今
年
度
を
持
ち

ま
し
て
離
任
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
日
々
の
診
療
を
通
し

て
島
民
の
皆
さ
ま
と
お
話
す
る

中
で
、
改
め
て
三
宅
島
な
ら
で

は
の
魅
力
を
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど

実
感
で
き
た
か
と
回
顧
し
て
い

ま
す
。

多
々
い
た
ら
な
い
こ
と
も
あ

っ
た
か
と
存
じ
ま
す
が
、
皆
さ

ま
の
生
活
の
手
助
け
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
自
分
自
身
と
し
て

も
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
か

と
伏
考
し
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
島
民
の
皆
さ
ま
が
心
身
と

も
に
ご
健
康
で
お
過
ご
し
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
、
衷
心
よ
り
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。
１
年
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

医
師
　
釣
田
健
太
朗

早
い
も
の
で
昨
年
の
４
月
よ

り
三
宅
島
に
赴
任
に
な
っ
て
か

ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ

の
た
び
３
月
を
持
ち
ま
し
て
退

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
た
ら
な
い
点
も
多
々
あ
っ
た

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ま

の
健
康
に
少
し
で
も
貢
献
出
来

て
い
た
ら
幸
い
で
す
。
三
宅
島

で
の
生
活
は
公
私
と
も
に
大
変

充
実
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
健
康

と
幸
せ
を
心
よ
り
お
祈
り
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
体
調
に

気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。
１
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

医
師
　
小
川
　
晃
汰

５
月
の
広
報
で
ご
あ
い
さ
つ

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
約
１

年
が
た
ち
ま
し
た
。
３
月
末
で

異
動
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

診
療
所
の
医
師
派
遣
体
制
が
変

わ
り
、
１
年
間
３
診
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

１
年
間
と
い
う
大
変
短
い
間

で
し
た
が
、
あ
ら
ゆ
る
患
者
さ

ま
に
診
療
所
を
受
診
い
た
だ

き
、
自
分
自
身
も
勉
強
の
日
々

で
し
た
。
大
変
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
三
宅
島
の
こ
れ
か
ら
の

発
展
と
皆
さ
ま
の
幸
せ
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

と
は
、「
学
校
運
営
協
議
会
が
設

置
さ
れ
た
学
校
」
の
こ
と
で
、

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
三
宅
小
中

学
校
に
導
入
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
か
ら
任
命
さ
れ

た
保
護
者
や
地
域
住
民
な
ど

が
、
一
定
の
権
限
と
責
任
を
持

っ
て
学
校
運
営
に
参
画
し
ま

す
。
こ
の
仕
組
み
に
よ
り
、
学

校
運
営
や
教
育
活
動
に
家
庭
・

地
域
の
声
が
積
極
的
に
生
か
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
豊

か
な
成
長
の
機
会
あ
ふ
れ
る
学

校
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
三
宅
村
教
育

委
員
会
学
校
教
育
係
☎
⑤
０
９

５
２
。

島
内
の
雇
用
促
進
と
島
外
か

ら
の
人
材
を
確
保
し
、
定
住
人

口
の
増
加
を
図
る
た
め
、
島
内

求
人
情
報
を
募
集
し
、
村
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

《
掲
載
ま
で
の
流
れ
》

①
求
人
情
報
の
掲
載
を
希
望

す
る
島
内
事
業
所
は
所
定
の
求

人
情
報
シ
ー
ト
に
記
入
し
、
村

に
提
出
し
ま
す
。

②
村
で
内
容
を
確
認
し
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※
求
人
情
報
シ
ー
ト
は
村
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可
能
で
す
。

※
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
は
無
料
で
す
。

※
本
掲
載
は
島
内
の
雇
用
促

進
と
定
住
促
進
を
目
的
と
し
た

求
人
情
報
の
提
供
で
す
。
村
で

広
報
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
提
供
は
、
毎
月
10
日
ご

ろ
ま
で
に
内
容
と
連
絡
先
を
下

記
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

掲
載
は
紙
面
に
余
裕
が
あ
る

場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

文
体
は
ご
一
任
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
課

企
画
情
報
係
☎
⑤
０
９
８
４
、

m
iyake03@
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iyake.
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国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
制
度
の
ご
案
内

国
民
年
金
は
、
２０
歳
以
上
で

あ
れ
ば
、
学
生
も
加
入
し
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
学

校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
大
学
院
）
、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課

程
）
に
在
学
す
る
学
生
な
ど

で
、
ご
本
人
の
前
年
所
得
が
次

の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以

下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

▽
所
得
の
目
安
＝
１
２
８
万

円
＋
｛
扶
養
親
族
な
ど
の
数
×

３８
万
円
｝

学
生
納
付
特
例
の
期
間
は
年

金
額
に
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を

増
額
す
る
た
め
に
も
、
後
か
ら

納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
学
生
納
付
特
例

の
承
認
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
の
１
年
間
と
な
り
ま

す
が
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年

度
も
在
学
予
定
で
あ
る
場
合

は
、
４
月
初
め
に
再
申
請
の

用
紙
が
届
き
ま
す
。
引
き
続

き
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の

申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

返
送
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
港
年
金
事
務

所
☎
０３–

５
４
０
１–

３
２
１

１
ま
た
は
村
民
課
住
民
年
金
係

☎
⑤
０
９
０
４
。

は
職
業
紹
介
（
仲
介

や
斡
旋
な
ど
）
は
行

う
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
雇
用
に
関
す

る
交
渉
や
契
約
に
関

す
る
一
切
の
責
任
を

負
い
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
求
職
者
と
の
交

渉
や
契
約
な
ど
は
村

を
介
さ
ず
当
人
同
士

で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ
は
企

画
財
政
課
企
画
情
報

係
☎
⑤
０
９
８
４
。

ウ
ェ
ブ
で
登
記

手
続
き
相
談

東
京
法
務
局

東
京
法
務
局
の
担
当
職
員
が

登
記
申
請
（
不
動
産
／
商
業
・

法
人
登
記
）
の
手
続
方
法
を
ご

案
内
し
ま
す
。
「
ウ
ェ
ブ
会
議

シ
ス
テ
ム
」
を
通
じ
て
の
相
談

と
な
り
ま
す
。
予
約
制
で
、
事

前
予
約
者
の
み
の
対
応
と
な
り

ま
す
。
３
月
開
催
日
程
の
予
約

は
、
３
月
10
日
㈪
正
午
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
程
＝
３
月
１１
日
㈫
、
３

月
１２
日
㈬
（
次
回
は
４
月
８
日

㈫
、
４
月
９
日
㈬
）

※
事
前
予
約
は
、
相
談
日
の

１
カ
月
前
か
ら
前
日
正
午
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。

▽
相
談
時
間
＝
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
（
正
午
か
ら
午
後

１
時
を
除
く
）
、
１
回
の
相
談

時
間
は
２０
分

▽
場
所
＝
三
宅
村
役
場

予
約
・
問
い
合
わ
せ
は
不
動

産
登
記
に
関
す
る
も
の
☎
０３–

５
２
１
３–

１
３
３
０
、商
業
・

法
人
登
記
に
関
す
る
も
の
☎
０３

–

５
２
１
３–

１
３
３
７
。

三宅村求人情報シート

み
ん
な
の

み
ん
な
の

国
民
年
金

国
民
年
金

国
民
年
金

国
民
年
金

後
の
ご
あ
い
さ
つ

最

島
内
の
求
人
情
報
を
募
集

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

中
央
診
療
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入

３
月
は
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、保
育
料
の
納
付
月
。

３
月
は
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、保
育
料
の
納
付
月
。

３
月
３
月
３１３１
日
㈪
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

日
㈪
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
緊
急
連
絡
先
】
平
日
夜
間
・
休
日
の
閉
庁
時
の
連
絡
は
☎
０
４
９
９
４
⑤
０
９
８
１
。

【
防
災
行
政
無
線
電
話
対
応
サ
ー
ビ
ス
】
☎
０
４
９
９
４
⑤
１
６
６
０
。

３
月
は
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、保
育
料
の
納
付
月
。

３
月
は
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、保
育
料
の
納
付
月
。

３
月
３
月
３１３１
日
㈪
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

日
㈪
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
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海
上
を
大
群
で
舞

う
鳥
が
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
島
で
は
カ
ツ

オ
ド
リ
と
か
カ
ツ
ド

リ
と
か
呼
ば
れ
て
い

ま
す
が
「
オ
オ
ミ
ズ

ナ
ギ
ド
リ
」
が
正
式

雅
に
舞
う
姿
か
ら
は
想
像
つ
か

な
い
の
で
す
が
、
地
面
か
ら
飛

び
立
つ
の
が
苦
手
で
、
天
敵
に

襲
わ
れ
て
も
飛
ん
で
逃
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
イ
タ
チ
に
襲
わ
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
御
蔵
島
で
も
野

生
化
し
た
猫
に
よ
る
被
害
が
深

刻
で
保
護
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

人
間
の
活
動
に
よ
っ
て
減
少

し
た
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
。
い

つ
ま
で
も
海
上
を
優
雅
に
舞
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

156
三
宅
島
自
然
だ
よ
り

「�

カ
ツ
オ
ド
リ
？�

�

カ
ツ
ド
リ
？
」

伝
統
の
初
午
祭
で

獅
子
舞
が
厄
払
い

最
近
ご
み
収
集
場
所
に
お
い

て
、
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
が
捨

て
て
あ
る
の
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
使
わ
な
く
な
っ
た
家
電
四

品
目
（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
エ

ア
コ
ン
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥

機
）
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い

て
は
、
法
律
に
よ
っ
て
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
物
を
収
集
場
所
に

出
す
と
不
法
投
棄
に
な
り
ま
す

の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

家
電
四
品
目
に
つ
い
て
は
、
お

続
い
て
、
桂
伸
都
さ
ん
の
落

語
「
真
田
小
僧
」
で
は
巧
妙
な

語
り
口
で
、
笑
福
亭
和
光
師
匠

に
よ
る
落
語
「
荒
大
名
の
茶
の

な
名
前
で
す
。
昨
年
11
月
頃
、

夜
に
道
端
で
う
ず
く
ま
っ
て
い

た
鳥
を
見
た
人
も
多
い
と
思
い

湯
」
で
は
茶
の
席

で
起
こ
る
珍
騒
動

に
笑
い
が
こ
ぼ
れ

ま
し
た
。
仲
入
り

を
は
さ
み
、
江
戸

家
ま
ね
き
猫
さ
ん

に
よ
る
動
物
も
の

ま
ね
教
室
が
催
さ

れ
、
に
わ
と
り
の

鳴
き
声
が
会
場
を

包
み
、
桂
小
南
師

匠
の
落
語
「
里
帰

り
」
で
は
父
親
の

巧
妙
な
仲
直
り
策

に
落
ち
が
つ
き
、

盛
況
の
う
ち
に
終

演
と
な
り
ま
し

た
。

冬でも半袖大好き！（笑）
逞しく育ってね！

【申込み方法】写真（データ）・名前（ふりがな付）・性別・生年
月日・保護者からのメッセージに、保護者氏名と住所・連絡先を
添えて企画財政課へ持参またはメール（件名：みやけの宝）を
miyake03@vill.miyake.tokyo.jpへ送信。
【対象：３歳未満】※写真は返却できません。

玉
た ま

井
い

 玲
れ い

花
か

ちゃん
誕生日：令和４年

８月31日

メッセージ

近
く
の
郵
便
局
で
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
券
を
ご
購
入
の
上
、
三
宅

島
自
動
車
運
輸

㈱
へ
持
ち
込
む

よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

令
和
７
年
３

月
１
日
㈯
よ
り

運
搬
料
金
が
改

定
さ
れ
ま
す
。

下
段
の
一
覧
表

を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
パ
ソ

コ
ン
に
つ
い
て

は
、
各
メ
ー
カ

ー
が
自
主
回
収

し
て
い
ま
す
の

で
、
メ
ー
カ
ー

に
回
収
申
し
込

み
を
依
頼
す
る

よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

三
宅
村
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
は
、
家
電
四

品
目
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
の
収

集
・
持
ち
込
み
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
そ
の
他
の
粗
大
ご
み

に
つ
い
て
は
、
決
め
ら
れ
た
曜

日
に
直
接
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
地
域
整
備
課

環
境
整
備
係
☎
⑤
０
９
３
８
。

家
電
四
品
目
に
つ
い
て
は
三

宅
島
自
動
車
運
輸
㈱
☎
⑤
０
５

０
６
、
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
は

パ
ソ
コ
ン
３
Ｒ
推
進
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

ま
す
が
、
そ
れ
も
こ
の
鳥

で
す
。
伊
豆
諸
島
で
は
御

蔵
島
や
利
島
で
子
育
て
を

行
い
、
真
冬
の
間
だ
け
、

東
南
ア
ジ
ア
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
北
部
で
過
ご
し
、

３
月
頃
再
び
や
っ
て
き
ま

す
。昔

は
三
宅
島
で
も
子
育

て
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

イ
タ
チ
の
導
入
後
、
三
宅

島
で
は
子
育
て
を
し
な
く

な
り
ま
し
た
。
海
上
を
優

２
月
９
日

㈰
、
三
宅
村
文

化
会
館
に
お
い

て
『
三
宅
島
寄

席
』
（
島
し
ょ

芸
術
文
化
振
興

事
業
寄
席
公

演
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

始
め
に
舩
窪

舞
子
社
中
に
よ

る
「
寄
席
囃
子

教
室
～
楽
隊
実

践
編
～
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

出
囃
子
の
解
説

後
、
三
味
線
に
合
わ
せ
て
２
つ

の
太
鼓
を
子
供
た
ち
が
体
験

し
、
呑
み
込
み
の
早
さ
に
会
場

か
ら
拍
手
が
湧
き
ま
し
た
。

獅
子
舞
が
各
家
庭
を
踊
り
歩

き
、
厄
払
い
を
す
る
「
初
午

祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
午
は
各
地
区
の
青
年
団

や
芸
能
保
存
会
に
よ
っ
て
独

自
の
形
式
で
伝
統
が
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。

獅
子
舞
に
頭
を
噛
ん
で
も

ら
う
と
厄
払
い
が
で
き
る
、

無
病
息
災
、
元
気
に
一
年
を

過
ご
せ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
今
年
も
２
月
の
伝
統
の

祭
は
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
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第
17
回
古
文
書
講
座
を
３
月

15
日
㈯
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
Ｉ
Ｐ
告
知

端
末
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

小
中
学
校
卒
業
式

　

３
月
１９
日
㈬
に
中
学
校
、
３

月
２４
日
㈪
に
小
学
校
で
卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
す
。児
童
・
生
徒
た

ち
は
希
望
を
胸
に
思
い
出
多
い

母
校
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
三
宅
村
教
育

委
員
会
学
校
教
育
係
☎
⑤
０
９

５
２
。

新
着
本
の
紹
介

　

二
〇
二
四
年
下
半
期
第
１
７

２
回
芥
川
賞
・
直
木
賞
の
受
賞

作
品
を
、
来
月
に
か
け
て
配
架

し
ま
す
。

芥
川
賞
受
賞
作

「
Ｄ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ａ�

�

（
デ
ー
ト
ピ
ア
）」

安
堂
　
ホ
セ
　
著 

　

南
の
島
を
舞
台
に
し
た
恋
愛

リ
ア
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
「
Ｄ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
Ｉ
Ａ
」で
、各
国
代
表
が
戦
う

中
に
、日
本
人
の「
お
ま
え
」が

い
る
。
現
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
問
題
を
投
げ
か
け
つ
つ
、
テ

レ
ビ
番
組
の
進
行
に
乗
せ
て
語

ら
れ
、現
実
感
と
共
感
が
湧
く
。

直
木
賞
受
賞
作

「
藍
を
継
ぐ
海
」

伊
予
原
　
新
　
著 

　

地
球
惑
星
科
学
を
学
ん
だ
著

者
に
よ
る
、５
つ
の
短
編
集
。深

い
知
識
が
光
り
、
自
然
の
神
秘

や
共
生
へ
の
感
動
が
広
が
る
。

「
傑
作
！
名
手
達
が
描
い
た
小
説

『
蔦
屋
重
三
郎
と
仲
間
た
ち
』」

　

江
戸
の
町
人
文
化
を
熟
成
さ

せ
た
戯
作
者
・
絵
師
が
登
場
。

井
上
ひ
さ
し
・
風
野
真
知
雄
・

国
枝
史
郎
・
今
東
光
・
笹
沢
左

保
・
久
生
十
蘭
が
紡
ぐ
。

　

三
宅
村
立
図
書
館
☎
⑤
１
４

５
３
、
開
館
午
前
１０
時
～
午
後

５
時
、
水
曜
日
休
館
日
。

この鳥が群れている海でカツオが
多く採れたのが地方名の由来

イベント詳細は島内貼りだしチラシやアカコッコ館ホームページをご覧ください。

イ
ベ
ン
ト
情
報

イベント名 実施日 時間 実施場所

海岸に観察道具を用意してお待ちしています。申込不要で時間中いつでも参加OK。
場所は３/８㈯にアカコッコ館HPに掲載。

海鳥観察会 ３月９日㈰ 9:00～10:30 前日までの海鳥
出現状況にて決定

「里帰り」を演じる桂小南師匠

支援物資が届くまで時間がかかることを想定し、
３日分以上の水と食料を備えておきましょう。

◦�水については、１人当たり１日３リットル、計９リ
ットル

◦�米等の主食については、１人当たり１日３食、計９食
◦�その他の品目については、物資ごとに必要量を算定

３日分の備蓄量の目安

※『三宅村防災のしおり』より

初午祭で舞う獅子舞

三宅島寄席開催
笑いが会場包む

家
電
四
品
目
と
パ
ソ
コ
ン

処
分
方
法
に
つ
い
て

参考料金（運搬料金改定　令和７年３月１日～）

テレビ エアコン 冷蔵庫 洗濯機（乾燥機）
品
目

コ
ー
ド

21・51 22・20
50・52 10 10 31 30・32 40 40 40

型
・
容
量

等
16型
未満

16型
以上

ウィン
ド型

セパ
レート
型

170Ｌ
未満

171Ｌ
以上

２層式・
乾燥機

全自動
式

ドラム
式

リ
サ
イ
ク
ル

料
金

¥1,870 ¥2,970 ¥990 ¥3,740 ¥4,730 ¥2,530

運
搬

料
金 ¥3,000 ¥3,000 ¥5,800 ¥6,300 ¥3,800 ¥4,300 ¥6,000

※料金は参考料金です。実際の料金とは異なる場合がありますので、確認をしてください。

広　報　み　や　け （4）2025年（令和７年）3月1日（第660号）


